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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部を流れる冷媒と空気とで熱交換を行う室外熱交換器と、
　前記室外熱交換器に送風する室外ファンと、
　前記室外ファンを回転駆動させる室外ファンモータと、
　前記室外ファンモータに所望の電流を流す室外ファンインバータと、
　前記室外ファンモータに流れる電流を検出する電流検出器と、
　前記室外ファンモータに流れる電圧を検出する電圧検出器と、
　前記室外ファンモータに流れる電流と電圧から電力を換算し検出する電力検出器と、
　前記室外ファンモータの回転数が、異なる目標回転数となるように前記室外ファンイン
バータを制御する制御部と、を備えた空気調和機において、
　前記制御部は、前記室外ファンの回転数が大きくなるにしたがって大きくなる除霜判定
設定値を有し、暖房運転時には、前記室外ファンの回転数に対応した前記電力検出器の検
出電力値が前記室外ファンの回転数に対応して設定された前記除霜判定設定値以上となっ
た場合に、前記室外熱交換器の除霜運転を開始することを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
　請求項１に記載の空気調和機において、
　前記制御部は、前記室外ファンの回転数が大きくなるにしたがって大きくなる無着霜時
の基準設定値を有し、
　前記除霜判定設定値は、前記基準設定値より大きく、しかも前記室外ファンの回転数が
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大きくなるにしたがって前記除霜判定設定値と前記基準設定値の差分が大きくなるように
設定されていることを特徴とする空気調和機。
【請求項３】
　請求項２に記載の空気調和機において、
　前記室外ファンモータの第１回転数と、前記第１回転数よりも小さい第２回転数とのそ
れぞれに対応して、第１基準設定値と、前記第１基準設定値よりも小さい第２基準設定値
とが無着霜状態の前記基準設定値として設定されると共に、
　前記室外ファンモータの前記第１回転数に対応して、前記第１基準設定値よりも大きい
第１除霜判定設定値が着霜状態の前記除霜判定設定値として設定され、更に、前記室外フ
ァンモータの前記第２回転数に対応して、前記第２基準設定値よりも大きく、かつ前記第
１除霜判定設定値よりも小さい第２除霜判定設定値が着霜状態の前記除霜判定設定値とし
て設定され、
　前記制御部は、暖房運転時に前記室外ファンモータの回転数が前記第１回転数である場
合に、前記電力検出器の前記検出電力値が前記第１除霜判定設定値以上となった場合に、
前記室外熱交換器の除霜運転を開始すると共に、前記室外ファンモータの回転数が前記第
２回転数である場合に、前記電力検出器の前記検出電力値が前記第２除霜判定設定値以上
となった場合に、前記室外熱交換器の除霜運転を開始することを特徴とする空気調和機。
【請求項４】
　請求項３に記載の空気調和機において、
　前記制御部は、前記第１基準設定値を記憶する記憶部を備え、
　前記第１除霜判定設定値は、前記第１基準設定値と前記電力検出器の前記検出電力値に
基づいて算出され、前記第２基準設定値は、前記第１基準設定値と前記室外ファンモータ
の回転数に基づいて算出され、前記第２除霜判定設定値は、前記第２基準設定値と前記電
力検出器の前記検出電力値に基づいて算出されることを特徴とする空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機に関し、特に室外ファンモータに供給される電流や電力の変化を
測定し、熱交換器の着霜を推定する空気調和機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来熱交換器の着霜推定方法として、室外ファンモータの電流増加を検知し除霜運転す
ることが知られている。　
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開昭６０－１４４５４６
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　暖房運転条件において室外ファン回転数（以下ファン回転数と略す）が一定の場合、室
外熱交換器の着霜量増加に伴い室外ファンモータの電流（以下ファン電流と略す）も増加
するため、着霜検知や除霜判定できる。しかし、近年機器の省エネ性を考慮し、負荷に合
わせてファン回転数も適正に制御し室外ファンモータの消費電力（以下ファン電力と略す
）を低減することが求められてる。ファン回転数が低下するとファン電流も低下するため
、着霜による電流増加が検出できなくなる。
【０００５】
　また、ファン回転数を室外ファンモータの電圧（以下ファン電圧と略す）で調整する制
御では、ファン回転数を下げるためにファン電圧を下げる。ここでトルク一定制御を実施
すると、ファン電流はファン回転数が下がってもほとんど低下しない。
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【０００６】
　このため、本発明では暖房運転の着霜推定に、ファン回転数が変化した場合にも対応で
き、ファンモータのトルク一定制御のように電流値がファン回転数に対応しない特性でも
、熱交換器の着霜状態を適正に推定し除霜判断することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明は、「内部を流れる冷媒と空気とで熱交換を行う室
外熱交換器と、
　前記室外熱交換器に送風する室外ファンと、
　前記室外ファンを回転駆動させる室外ファンモータと、
　前記室外ファンモータに所望の電流を流す室外ファンインバータと、
　前記室外ファンモータに流れる電流を検出する電流検出器と、
　前記室外ファンモータの回転数が目標回転数となるように前記室外ファンインバータを
制御する制御部と、を備えた空気調和機において、
　前記制御部は、暖房運転時に前記電流検出器の検出値に基づいて、前記室外熱交換器の
除霜運転を開始すること」を特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、ファン回転数が変化した場合にも、適正に除霜判断することが可能と
なる。更に、ファンモータのトルク一定制御のように電流値がファン回転数に対応しない
特性でも、熱交換器の着霜状態を適正に推定し除霜判断することが可能となる。　
　上記した以外の課題、構成及び効果は、以下の実施形態の説明により明らかにされる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の冷凍サイクル系統図を示す。
【図２】本発明の室外ファンの空気の流れを示す。
【図３】ファン回転数とファン電流の関係の一例を示す。
【図４】ファン風量とファン電流の関係の他の例、ファン回転数とファン電圧の関係の一
例を示す。
【図５】ファン回転数とファン電圧の関係の一例を示す。
【図６】ファンモータに送られる電流又は電圧検出の一例を示す。
【図７】ファンモータに送られる電流又は電圧検出の一例を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の空気調和機の実施の形態について図を参照して説明する。
【実施例１】
【００１１】
　以下、本発明の空気調和機の第１の実施例について図を参照して説明する。　
　図１は実施例１の空気調和機の冷凍サイクル系統図である。室外機１０と室内機４０が
１対１で接続している例を示すが、室内機が複数台接続するマルチ型空調機でもよく、室
外機が複数台接続するモジュール接続の室外機でもよい。まず暖房運転時の冷媒流れ及び
着霜現象を説明する。圧縮機１１で圧縮された高圧ガス冷媒が四方弁１３に入り室内機４
０へ送られる。室内熱交換器４１で室内空気と熱交換することで、冷媒は凝縮して液冷媒
となる。この液冷媒は、室内膨張弁４２、室外膨張弁１５を通り減圧され、また室外熱交
換器１４にて内部を流れる冷媒と室外空気とで熱交換を行うこと低圧ガス冷媒となる。こ
の低圧ガス冷媒が四方弁１３を通り圧縮機１１へ戻ることで冷凍サイクルが形成され、圧
縮機により冷媒が圧縮されることで再び循環する。
【００１２】
　ここで、室外熱交換器１４では、室外空気と熱交換する際に潜熱交換することにより大
気中の水蒸気が熱交換器フィン表面で凝縮し液滴となることがある。更に蒸発温度が０℃
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よりも低い場合は液滴がフィン上で熱交換し凝固し霜となる。付着した霜は空気調和機が
連続運転することで成長しフィンを目詰まりさせ、ファン風量低下、熱伝達率低下など、
熱交換器の伝熱を阻害するため、除霜する必要がある。
【００１３】
　次に除霜運転時の冷媒流れ及び除霜現象を説明する。本実施例における除霜運転は暖房
運転に対し四方弁１３を破線側に切り替えて実施しており、冷媒の流れとしては冷房運転
と同じ方向となる。いわゆる逆サイクルによる除霜運転である。圧縮機１１で圧縮された
高圧ガス冷媒が四方弁１３に入り室外熱交換器１４へ送られることで、この高圧ガス冷媒
が付着した霜と熱交換し、凝縮して高圧液冷媒となる。なお、除霜中は外気への放熱ロス
を抑えるため室外ファン１９は停止させる。ここで、室外熱交換器１４では、付着した霜
が溶けて水となり重力で滴下する。これによりフィンの目詰まりは解消され熱交喚器の伝
熱性能を回復することができる。凝縮した高圧液冷媒は室外膨張弁１５を通り室内機４０
へ送られる。そして室内膨張弁４２で絞られた後、室内熱交換器４１、室外機１０、四方
弁１３を通り圧縮機へ送られることで、再び冷凍サイクル内を循環する。なお、除霜中、
室内機ファンも冷風を発生させないようにファン停止状態となるように制御されており、
積極的に熱交換させないようにしている。このため、除霜運転継続時間によっては室内膨
張弁４２で絞られた液冷媒もすべてがガス化するわけではなく、ガスと液の二相で室外機
に戻ることもある。
更に室外ファン１９について説明する。
【００１４】
　制御装置６１より室外ファンインバータ２１へ回転数指令が送られ、室外ファンインバ
ータ２１より室外ファンモータ２０へ所望の電流、又は電圧が送られることで、室外ファ
ンモータ２０は室外ファン１９を回転駆動させる。これにより室外ファン１９は回転し適
切な風量を発生する。なお、ファンモータ２０に送られる電流、又は電圧は室外ファンイ
ンバータ２１の電流検出器、電圧検出器にて検出され、制御装置６１（制御部）は室外フ
ァンモータ２０の回転数が目標回転数となるように室外ファンインバータ２１を制御する
。
【００１５】
　図６はファンモータ２０に送られる電流、又は電圧検出の一例である。制御装置６１よ
り供給された電力は室外ファンインバータ２１を介して室外ファンモータ２０に送られる
。ここで、制御装置６１から室外ファンインバータ２１へ送られる電力をインバータ一次
電力、室外ファンインバータ２１から室外ファンモータ２０に送られる電力をインバータ
二次電力と呼ぶ。今回着霜と連動して増加する電流値の検知は、インバータ二次電力のＵ
、Ｖ、Ｗ相の電流値を計測する。ここで三相ではなく特定の相の検出で代用してもよい。
検知された電力は信号線を介して制御装置６１に送られ着霜検知に使用される。また、各
相間の電圧も同時に測定し、インバータ二次電力を計測してもよい。その際に、三相のう
ちＵ，ＷやＵ，ＶやＶ，Ｗのように、いずれか二相で電力計測することも可能である。
【００１６】
　図７はファンモータ２０に送られる電流、又は電圧検出の一例である。図６と異なりイ
ンバータ一次電力のＲ、Ｓ、Ｔ相の電流値を計測する。商用電源の電流計は汎用品で安価
なものがあるため、こちらの電流で着霜検知を代用してもよい。また三相ではなく特定の
相の検出で代用してもよい。検知された電流は制御装置６１に送られ着霜検知に使用され
る。また、各相間の電圧も同時に測定し、インバータ一次電力を計測してもよい。その際
に、三相のうちＲ，ＴやＲ，ＳやＳ，Ｔのように、いずれか二相で電力計測することも可
能である。
【００１７】
　図２は本実施例の室外機１０内での室外ファンによる空気の流れを示す図である。制御
基板６１より室外ファンインバータ２１へ回転数指令が送られ、室外ファンインバータ２
１から室外ファンモータ２０へ電流、電圧が送られ、室外ファン１９は回転する。なお、
本実施例の室外機１０において、室外ファン１９は上部に配置され、室外熱交換器１４が
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室外機１０の側面の外周側に配置されているものを示しているが、本発明はこれに限定さ
れる訳ではなく横方向に吹き出す室外ファンを備えた室外機であってもよい。
【００１８】
　室外熱交換器１４を通過した空気は、室外ファン１９の方向へ流入し、最後は室外ファ
ン１９の下流（図２では上側方向）へ流出する。ここで、室外熱交換器１４が着霜すると
、風の流れにとっては抵抗が増える。すると、本実施例の室外機において室外ファン１９
のファン回転数は一定に保たれるように制御されており、このため、その抵抗分だけファ
ン電流、あるいはファン電力が増加することを本発明者らは見出したものである。
【００１９】
　図３はファン回転数とファン電流の関係の一例である。実線は無着霜時のファン電流を
示し、ファン回転数が増加するとファン電流も増加する特性をもつ。また、破線は着霜量
が非常に多い場合のファン電流である。このように着霜時のファン電流は無着霜時のファ
ン電流と比較し電流値が増加することがわかる。この破線の値よりもファン電流が増加す
ると着霜過多で熱交換器の性能低下が著しくなるため、除霜を実施する必要があると判断
することができる。つまり、本実施例においては破線の着霜多のファン電流を除霜開始が
必要な設定値（以下除霜判定値とする）とし、一方で実線の無着霜時のファン電流を除霜
不要な設定値（以下基準値とする）として定義しているものである。
【００２０】
　着霜及び除霜判定について具体的に説明する。本実施例において、制御部（制御装置６
１）は、暖房運転時に電流検出器の検出値に基づいて、室外熱交換器１４の除霜運転を開
始するように空気調和機の制御を行うものである。ファン回転数がｆ１の場合、暖房運転
初期においては無着霜のため、電流検出器の検出値Ａ１は基準値のファン電流と同等にな
る（Ａ１≒Ａ１ｂａｓｅ）。ここで着霜が進行することでファン電流（電流検出器の検出
値）が増加し、ファン電流（電流検出器の検出値）が除霜判定値以上となった場合に（Ａ
１≧Ａ１ｄｅｆ）、制御部（制御装置６１）は着霜量が多くなったと判定し、室外熱交換
器１４の除霜運転を開始する。
【００２１】
　この除霜運転の後、再度、暖房運転を始めると、ファン電流（電流検出器の検出値）は
基準値のファン電流と同等になる（Ａ１≒Ａ１ｂａｓｅ）。なお、基準値のファン電流は
予め制御部（制御装置６１）の記憶部に記憶させてもよいし、除霜終了後のファン電流を
基準値のファン電流に置き換えてもよい。更に除霜判定値のファン電流は予め制御部（制
御装置６１）の記憶部に記憶させてもよいし、（１）式のように基準値に対しての増加率
として求めてもよい。　
　　　　Ａ１ｄｅｆ＝Ｋ１×Ａ１ｂａｓｅ　　　　　　　…（１）　
　　　　　　Ｋ１：電流増加率
　ここで、基準値や除霜判定値はそのままにファン回転数をｆ１からｆ２に落とした場合
、暖房運転初期は基準値のファン電流より小さくなる（Ａ２＜Ａ１ｂａｓｅ）。更に着霜
が進行しファン電流が増加しても基準値と同等の電流であり（Ａ２≒Ａ１ｂａｓｅ）除霜
判定値を下回るため（Ａ２＜Ａ１ｄｅｆ）、除霜に入らない。
【００２２】
　このような事態を防ぐため、回転数が変化した場合はその回転数に対応した基準値（Ａ
２ｂａｓｅ）と除霜判定値（Ａ２ｄｅｆ）を持たせることとする。つまり、本実施例にお
いて、ファン電流（電流検出器の検出値）の除霜判定値は、室外ファン１９の回転数が大
きくなるほど大きくなるように設定されるものである。
【００２３】
　より具体的に説明すると図３に示すように、室外ファンモータ２０の第１の回転数（ｆ
１）と該第１の回転数（ｆ１）よりも小さい第２の回転数（ｆ２）とのそれぞれに対応し
て、第１の基準値（Ａ１ｂａｓｅ）と該第１の基準値（Ａ１ｂａｓｅ）よりも小さい第２
の基準値（Ａ２ｂａｓｅ）とが無着霜状態の基準値として設定される。また、室外ファン
モータ２０の第１の回転数（ｆ１）に対応して、第１の基準値（Ａ１ｂａｓｅ）よりも大
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きい第１の除霜判定値（Ａ１ｄｅｆ）が着霜状態の除霜判定値として設定され、さらに、
室外ファンモータ２０の第２の回転数（ｆ２）に対応して、第２の基準値（Ａ２ｂａｓｅ
）よりも大きく、かつ第１の除霜判定値（Ａ１ｄｅｆ）よりも小さい第２の除霜判定値（
Ａ２ｄｅｆ）が着霜状態の除霜判定値として設定される。
【００２４】
　そして制御部（制御装置６１）は、暖房運転時に室外ファンモータ２０の回転数が第１
の回転数（ｆ１）である場合で、電流検出器の検出値が第１の除霜判定値（Ａ１ｄｅｆ）
以上となった場合に、室外熱交換器１４の除霜運転を開始するとともに、室外ファンモー
タ２０の回転数が第２の回転数（ｆ２）である場合は、電流検出器の検出値が第２の除霜
判定値（Ａ２ｄｅｆ）以上となった場合に、室外熱交換器１４の除霜運転を開始する。
【００２５】
　室外ファン１９をステップ制御する場合には、各ステップ毎に対応するファン電流（電
流検出器の検出値）の基準値や除霜判定値を事前に制御部（制御装置６１）の記憶部に記
憶させてもよい。また、インバータ制御においては回転数が連続して変化するため、各回
転数毎に制御部（制御装置６１）の記憶部に記憶させるのは記憶容量として問題があるた
め、以下（２）（３）式で求めてもよい。　
　　　　Ａ２ｂａｓｅ＝Ａ１ｂａｓｅ×（ｆ２／ｆ１）n …（２）
　　　　　　　ｎ：指数乗
　　　　Ａ２ｄｅｆ＝Ｋ２×Ａ２ｂａｓｅ　　　　　　　　　　…（３）
　　　　　　Ｋ２：電流増加率
　基準値は、（２）式のように回転数変化率の指数乗に比例すると考えて換算してもよい
。また除霜判定値は、（３）式のように基準値に電流増加率をかけた値で換算してもよい
。つまり本実施例においては、第１の基準値（Ａ１ｂａｓｅ）を記憶する記憶部を備え、
この記憶部に記憶された基準値（たとえばＡ１ｂａｓｅ）に基づいてその他の第２の基準
値（Ａ２ｂａｓｅ）、第１の除霜判定値（Ａ１ｄｅｆ）、又は第２の除霜判定値（Ａ２ｄ
ｅｆ）は、（２）式や（３）式に示すように、記憶部に記憶された基準値（たとえばＡ１
ｂａｓｅ）と、室外ファンモータ２０の回転数（ｆ１、ｆ２）に基づいて算出される。電
流増加率Ｋ２は、室外ファンをステップ制御する場合には、各ステップ毎に対応する値を
事前に制御部（制御装置６１）の記憶部に記憶させてもよい。　 
　ここでインバータ制御においては回転数が連続して変化するため、各回転数毎に制御部
（制御装置６１）の記憶部に記憶させるのは容量として問題があるため、（３）式の電流
増加率Ｋ２と（１）式の電流増加率Ｋ１はほぼ等しいとみなし（Ｋ２≒Ｋ１）、同じ比率
Ｋ１を使用してもよい。こうすることにより制御基板の記憶容量に負担をかけなくてすむ
。
【００２６】
　なお、実施例１（２）式では、第１の基準値（Ａ１ｂａｓｅ）に回転数補正を掛けて、
第２の基準値（Ａ２ｂａｓｅ）、第２の除霜判定値（Ａ２ｄｅｆ）を求め、暖房運転中の
電流値Ａ２と第２の除霜判定値（Ａ２ｄｅｆ）とを比較し着霜検知しているが、第１の基
準値（Ａ１ｂａｓｅ）は回転数補正せず、式（４）のように暖房運転中のＡ２に回転数補
正したＡ２補正と第１の基準値（Ａ１ｂａｓｅ）とを比較し着霜検知してもよい。
【００２７】
　　　　Ａ２補正＝Ａ２×（ｆ１／ｆ２）n …（４）
【実施例２】
【００２８】
　以下、本発明の空気調和機の第２の実施例について図を参照して説明する。実施例と同
一の構成については説明を省略する。　
　図４の左図はファン回転数とファン電流の関係の一例である。また右図はファン回転数
とファン電圧の関係の一例である。右図から説明すると、ファン回転数を電圧で調整する
制御の特性であり、ファン回転数をｆ１からｆ２に落とすために、ファン電圧をＶ１から
Ｖ２に下げる例である。このような電圧特性は着霜の有無に依存しないため、特性式は１
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本である。次に左図を説明する。トルク一定制御を実施する場合などの特性で、ファン回
転数の変化に必ずしも電流が対応していない。ファン回転数をｆ１からｆ２に落とす場合
、無着霜状態のファン電流はほとんど低下しない（Ａ１ｂａｓｅ≒Ａ２ｂａｓｅ）。
【００２９】
　一方で着霜した場合のファン電流は回転数が多い方が大きく、除霜判定値もファン回転
数が多い方が大きくなる（Ａ１ｄｅｆ＞Ａ２ｄｅｆ）。このため、実施例１に記載した（
３）式の電流増加率Ｋ２と（１）式の電流増加率Ｋ１は等しくならず、回転数が多い方が
大きくなる（Ｋ２＜Ｋ１）。このようになると、各ファンの回転数毎に値を持ち、制御部
（制御装置６１）の記憶部にあらかじめ記憶させている必要があるが、記憶容量には限界
がある。また、ファン回転数ｆ１より高い領域では、前述の実施例１のような特性をもつ
ため、途中で特性が変化するものは除霜判定には使用しにくい。
【００３０】
　図５はファン回転数とファン電力の関係の一例であり、図４で説明したトルク一定制御
した場合も、この特性となる。ファン電流の除霜判定しにくさを解消する手段として、本
発明者らはファン電力で判定することで、除霜判定が可能であることを見出したものであ
る。ここで、電力∝電流×電圧であり、周波数制御で電圧が変化し電流に着霜による変化
が表れにくくても、ファン電力には着霜による変化が表れるため、着霜検知、除霜判断す
ることが可能である。
【００３１】
　実線は無着霜時のファン電力を示し、ファン回転数が増加するとファン電力も増加する
特性をもつ。また、破線は着霜量が非常に多い場合のファン電力である。無着霜時のファ
ン電力と比較し、電力値が増加することがわかる。この破線の値よりもファン電力が増加
すると着霜過多で熱交換器の性能低下が著しくなるため、除霜を実施する必要がある。本
実施例においては破線の着霜多のファン電力を除霜開始が必要な除霜判定値とし、一方で
実線の無着霜時のファン電力を除霜不要な基準値として定義しているものである。
【００３２】
　着霜及び除霜判定について具体的に説明する。本実施例において、制御部（制御装置６
１）は、暖房運転時に電流検出器及び電圧検出器の検出値に基づいて算出される電力値（
ファン電力）が除霜判定値以上となった場合に、室外熱交換器１４の除霜運転を開始する
ように空気調和機の制御を行うものである。ここでファン回転数がｆ１の場合、暖房運転
初期においては無着霜のため、電流検出器及び電圧検出器の検出値に基づいて算出される
電力値（ファン電力）は、基準値のファン電力と同等になる（Ｗ１≒Ｗ１ｂａｓｅ）。
【００３３】
　ここで着霜が進行することでファン電力が増加し、この電流検出器及び電圧検出器の検
出値に基づいて算出される電力値（ファン電力）が除霜判定値以上となった場合に（Ｗ１
≧Ｗ１ｄｅｆ）、制御部（制御装置６１）は着霜量が多くなったと判定し、室外熱交換器
１４の除霜運転を開始する。
【００３４】
　この除霜運転の後、再度、暖房運転を始めると、電流検出器及び電圧検出器の検出値に
基づいて算出される電力値（ファン電力）は基準値のファン電力と同等になる（Ｗ１≒Ｗ
１ｂａｓｅ）。なお、基準値のファン電力は予め制御部（制御装置６１）の記憶部に記憶
させてもよいし、除霜終了後のファン電力を基準値のファン電力に置き換えてもよい。更
に除霜判定値のファン電力は予め制御部（制御装置６１）の記憶部に記憶させてもよいし
、（５）式のように基準値に対しての増加率として求めてもよい。
【００３５】
　　　　Ｗ１ｄｅｆ＝Ｌ１×Ｗ１ｂａｓｅ　　　　　　　…（５）
　　　　　　Ｌ１：電力増加率
　ここで、基準値や除霜判定値はそのままにファン回転数をｆ１からｆ２に落とした場合
、暖房運転初期は基準値のファン電力より小さくなる（Ｗ２＜Ｗ１ｂａｓｅ）。更に着霜
が進行しファン電力が増加しても基準値と同等の電力であり（Ｗ２≒Ｗ１ｂａｓｅ）除霜
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【００３６】
　このような事態を防ぐため、回転数が変化した場合はその回転数に対応した基準値（Ｗ
２ｂａｓｅ）と除霜判定値（Ｗ２ｄｅｆ）を持たせることとする。ここで、本実施例にお
いて、除霜判定のためのファン電力（電流検出器及び電圧検出器の検出値に基づいて算出
される電力値）の設定値は、室外ファン１９の回転数が大きくなるほど大きくなるように
設定されるものである。
【００３７】
　室外ファン１９をステップ制御する場合には、各ステップ毎に対応する値を事前に制御
部（制御装置６１）の記憶部に記憶させてもよい。また、インバータ制御においては回転
数は連続して変化するため、各回転数毎に制御部（制御装置６１）の記憶部に記憶させる
のは記憶容量として問題があるため、以下（６）（７）式で求めてもよい。
【００３８】
　　　　Ｗ２ｂａｓｅ＝Ｗ１ｂａｓｅ×（ｆ２／ｆ１）n …（６）
　　　　　　　ｎ：指数乗
　　　　Ｗ２ｄｅｆ＝Ｌ２×Ｗ２ｂａｓｅ　　　　　　　…（７）
　　　　　　Ｌ２：電力増加率
　基準値は、（６）式のように回転数変化率の指数乗に比例すると考えて換算してもよい
。また除霜判定値は、（７）式のように基準値に電流増加率をかけた値で換算してもよい
。電力増加率Ｌ２は、室外ファンをステップ制御する場合には、各ステップ毎に対応する
値を事前に制御部（制御装置６１）の記憶部に記憶させてもよい。インバータ制御におい
ては回転数は連続して変化するため、各回転数毎に制御部（制御装置６１）の記憶部に記
憶させるのは記憶容量として問題があるため、（７）式の電力増加率Ｌ２と（５）式の電
力増加率Ｌ１はほぼ等しいとみなし（Ｌ２≒Ｌ１）、同じ比率Ｌ１を使用してもよい。こ
うすることにより制御基板の記憶容量に負担をかけなくてすむ。これに基づく制御部（制
御装置６１）の除霜運転を開始させる制御については、実施例１と同様であるので詳細な
説明は省略する。
【００３９】
　なお、実施例２では基準値や除霜判定値に回転数補正が掛かるが、検出電流値に回転数
補正を掛けて、基準値や除霜判定値は補正しない方法でもよい。
【符号の説明】
【００４０】
１０　室外機
１１　圧縮機
１３　四方弁
１４　室外熱交換器
１５　室外膨張弁
１９　室外ファン
２０　室外ファンモータ
２１　室外ファンインバータ
４０　室内機
４１　室内熱交換器
４２　室内膨張弁
６１　制御装置（制御部）
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